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村の木：シラカバ 村の花：ムラサキヤシオ

AKAIGAWA

広　報

人と自然が育む美しい村

～やすらぎと潤いのふるさとをめざして～

都小学校閉校記念式典／2025年11月15日

    この冬の除雪計画
    財政状況の公表
    中学生海外研修事業
	 トピックス 都小学校閉校記念式典 ほか
	 スポーツニュース 各種大会の結果
12 	むらの事件簿 北後志消防組合の財政状況 ほか
	 健康支援センターだより 帯状疱疹ワクチンについて ほか
　  お知らせ伝言板 「子ども第三の居場所」の通称が決まりました！ ほか
20 	赤井川村写真館・編集後記

12
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11

14
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02
04
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2� 広報あかいがわ　2025.12.1

こ
の
冬
の
除
雪
計
画

　

村
で
は
村
道
56
㎞
と
主
要
公
共
施
設
29
箇
所
の
除
雪
を
本
年
度
も
行

い
ま
す
。

　

国
道
は
３
９
３
号
、
道
道
は
余
市
赤
井
川
線
と
仁
木
赤
井
川
線
が
前

年
同
様
に
行
わ
れ
ま
す
。

道路名 除雪路線及び除雪期間 延長 期間 除雪相談・連絡先

国　道

３９３号
◇小樽市国道５号を起点に樺
　立トンネルまで

42.7㎞
自 7.11.１
至 8.3.31

（降雪時随時）

小樽開発建設部小樽道路
事務所第２工務課
℡ 0134-22-9116

◇樺立トンネルから倶知安町
　国道２７６号まで 15.7㎞

小樽開発建設部倶知安
開発事務所工務課
℡ 0136-22-0133

道　道

余市赤井川線
◇余市町国道５号を起点に赤
　井川村字都、明治入口まで

13.2㎞
自 7.11.1
至 8.3.31

小樽建設管理部事業室事
業課施設保全室
℡ 0134-54-7670

仁木赤井川線
◇仁木町国道５号を起点に赤
　井川村字都、都郵便局まで

13.3㎞
小樽建設管理部余市出張
所施設保全室
℡ 0135-23-2196

村　道
59路線
◇下記に記載
　ご不明な点は役場建設課土
　木係にご確認ください。

56㎞ 自 7.11.1
至 8.3.31

赤井川村役場
建設課土木係
℡ 0135-48-6275（直通）

村道等除雪路線
今年度の村道等除雪路線は下記のとおりです。

除雪箇所図
〈赤井川地区〉

〈都地区〉

〈赤井川市街地区〉

〈落合・常盤地区〉

除雪計画
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3 広報あかいがわ　2025.12.1

雪捨て場案内
〇開設期間　令和8年1月10日～3月22日（土・日に限る）
〇開設時間　9時～15時

除雪事業推進のための住民協力のお願い
★道路及び歩道上に除雪の妨げとなる障害物を出さないでください。
★除雪道路及び歩道への雪の投棄、押し出しを禁止します。
★歩道への屋根雪の投棄を禁止します。
★歩道除雪後は、車道を歩かないで歩道を歩きましょう。
★除雪・排雪時には、作業車輌に近寄らないでください。
★除雪の妨げとなる路上駐車はやめましょう。
★一人一人がルールとマナーを守り、冬の暮らしを安全・快適に過ごしましょう。

協
力
し
合
っ
て

協
力
し
合
っ
て

快
適
な
冬
の
暮
ら
し
を

快
適
な
冬
の
暮
ら
し
を

雪捨て場位置図（赤井川地区） 雪捨て場位置図（都地区）
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4� 広報あかいがわ　2025.12.1

予　備　費 223.2万円
0.0万円 （0.0%）

公　債　費 25,758.8万円
12,956.6万円 （50.3%）

消　防　費 25,142.6万円
7,851.1万円 （31.2%）

土　木　費 50,412.6万円
11,451.1万円 （22.7%）

歳　出　合　計 409,715.6万円
120,420.6万円 （29.4%）

商　工　費 22,978.5万円
8,184.6万円 （35.6%）

農林水産業費 19,479.1万円
4,018.6万円 （20.6%）

衛　生　費 35,482.9万円
17,584.5万円 （49.6%）

民　生　費 38,805.2万円
17,326.1万円 （44.6%）

総　務　費 122,344.5万円
16,044.4万円 （13.1%）

議　会　費 6,070.8万円
2,338.8万円 （38.5%）

村　　　債 84,360.0万円
0.0万円 （0.0%）

諸　収　入 12,887.7万円
5,066.4万円 （39.3%）

繰　入　金 34,677.8万円
247.6万円 （0.7%）

寄　附　金 30,010.2万円
7,100.4万円 （23.7%）

財 産 収 入 896.8万円
361.8万円 （40.3%）

道 支 出 金 9,316.4万円
1,751.0万円 （18.8%）

使用料及び手数料 3,805.1万円
1,907.8万円 （50.1%）

分担金及び負担金 1,261.6万円
5.4万円 （0.4%）

歳　入　合　計 409,715.6万円
118,394.4万円 （28.9%）

交通安全対策特別交付金 0.1万円
0.0万円 （0.0%）

自動車税環境性能割交付金 550.0万円
191.7万円 （34.9%）

株式等譲渡所得割交付金 37.0万円
0.0万円 （0.0%）

配当割交付金 34.0万円
8.2万円 （24.1%）

地方譲与税 4,837.8万円
1,085.5万円 （22.4%）

村　　　税 37,537.0万円
15,000.9万円 （40.0%）

　予算現額に対する執行状況は、歳入が11億8,394万円4千円（対前年比4,144万3千円減）、
歳入率は28.9％（前年同期39.9％）で、その内訳は次のとおりです。◆歳　入�

◆歳　出

　　　令和７年度９月末現在
　　　一般会計予算総額40億9,715万6千円の執行状況

　上半期の歳出は12億420万6千円（対前年比2,631万3千円増）、歳出率29.4％（前年同期38.3％）
その内訳は次のとおりです。

　   財政状況の公表�

地方交付税 121,827.1万円
81,501.8万円 （66.9%）

繰　越　金 42.9万円
42.9万円 （100.0%）

教　育　費 59,967.4万円
22,664.8万円 （37.8%）

地方特例交付金 30.0万円
53.2万円 （177.3%）

　

法人事業税交付金 269.8万円
178.1万円 （66.0%）

災害復旧費 3,050.0万円
0.0万円 （0.0%）

地方消費税交付金 3,000.0万円
2,107.8万円 （70.3%）

国 庫 支 出 金 64,330.6万円
1,775.5万円 （2.8%）

利子割交付金 3.7万円
8.4万円 （227.0%）
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5 広報あかいがわ　2025.12.1

歳　出 2,298.4万円
704.0万円 （30.6%）

◆特別会計
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計

　２つの特別会計を併せた予算執行状況は、歳入率60.2％（前年同期64.2％）、歳出率は40.3
％（前年同期46.9％）となっています。

歳　入 2,298.4万円
1,306.4万円 （56.8%）

歳　入 5,378.9万円
3,318.8万円 （61.7%）

歳　出 5,378.9万円
2,387.0万円 （44.4%）

■年末年始の施設別休務期間
施設名 12月30日 12月31日 1月1日 1月2日 １月３日 １月４日 １月5日 １月6日

役場、健康支援センター 御用納め 御用始め
赤井川診療所 12月29日から1月5日まで休診
生活改善センター 12月29日から1月3日まで休館
体育館 12月29日から1月3日まで休館
道の駅あかいがわ
むらバス 12月27日から１月4日まで休日ダイヤにて運行します。
一般廃棄物最終処分場

ごみの収集 12月30日まで、通常どおりゴミの収集を行います。
１月5日から、通常どおりゴミの収集を行います。

※灰色の部分は休務日です。
※し尿収集業務は12月31日（水）～1月4日（日）までお休みです。
　赤井川村の年内のし尿回収は配布しているカレンダーのとおりです。
■年末年始の営業時間変更施設

施設名 12月31日 1月1日 1月2日 １月３日 １月４日 １月5日 １月6日
赤井川カルデラ温泉 10：30～18：00　開館 12：00～18：00　開館

年末年始休務及び営業時間変更のお知らせ

　早いもので「地域おこし協力隊」に着任してから2年半がすぎようとしています。最初は任期の終わる3年
後に、「おでかけアシストサービス」と「通院送迎サービス」がどんなことになっているのか想像もつきません
でした。みなさまがご利用して下さるおかげで、最近はカレンダーが予定で埋まるようになってきました。

 この仕事に就いてから「後期高齢者」という言葉に接することが多くなりました。人生が100年だとして、
4等分すると4つめの25年です。そう考えると「晩成期」とか「待春期」とか、なにか響きのよい別の言葉が
ふさわしい気がします。50代の私は「思秋期」に入りました。

 毎日、余市町の病院まで皆さまを送り迎えする車の中で、たくさんのお
話を聞かせて頂きます。戦中戦後を跨いで赤井川村を開墾してきた家族の
歴史、樺太から引き上げてきた家族の歴史。大変な時代を生き抜いて来ら
れた、その苦労のすべてが報われて、これからずっと穏やかな暮らしが守ら
れることを願います。そのお手伝いが少しでも出来ていれば幸いです。

 すべての人にとって4つめの25年は最後に残しておいた、とっておきの時
間であるように、赤井川村で送迎サービスの事業が続いてほしいです。

地域おこし協力隊活動報告日誌
　No.31　地域おこし協力隊　加藤　崇規
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6� 広報あかいがわ　2025.12.1

　
「
中
学
生
海
外
研
修
事
業
」
が
８

月
４
日
か
ら
10
日
間
の
日
程
で
行
わ

れ
、
赤
井
川
中
学
校
の
生
徒
15
名
及

び
引
率
者
２
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
メ

ル
ボ
ル
ン
の
家
庭
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

し
、
様
々
な
体
験
や
多
く
の
人
と
の

ふ
れ
あ
い
を
通
じ
、
忘
れ
る
こ
と
の

で
き
な
い
貴
重
な
経
験
を
し
て
き
た

よ
う
で
す
。

　

今
月
の
広
報
で
は
、
参
加
し
た
生

徒
た
ち
の
感
想
を
一
部
紹
介
い
た
し

ま
す
。

　

感
想
文
を
ご
覧
に
な
っ
た
方
が
少

し
で
も
参
加
者
が
感
じ
取
っ
て
き
た

こ
と
を
共
感
で
き
れ
ば
幸
い
で
す
。

■
参
加
者

　

幸
田
恵
太
朗　
　

小
山
海
砂
輝

　

佐
藤　

蒼
泰　
　

曽
根　

煌
泉

　

馬
場
琥
太
郎　
　

保
科　

美
羽

　

堀
野　

七
彩　
　

山
口　

彩
葉

　

阿
部　
　

栞　
　

小
林　

ゆ
め

　

下
瀬
は
る
か　
　

末
次　

梨
胡

　

塚
原　
　

心　
　

藤
田　

奈
穂

　

ロ
ー
ケ　

マ
リ
ア

　
【
引
率
者
】

　

赤
松　
　

恵（
赤
中
教
頭
）

　

千
葉　

達
貴（
赤
中
教
諭
）

８
月
13
日

８
月
12
日

８
月
11
日

８
月
10
日

８
月
９
日

８
月
８
日

８
月
７
日

８
月
６
日

８
月
５
日

８
月
４
日

〇
羽
田
空
港
か
ら
新
千
歳
空
港
へ
。

〇
新
千
歳
空
港
か
ら
バ
ス
で
赤
井
川
村
へ
。

〇
役
場
に
到
着
し
、役
場
前
で
解
散
式
を
行
い
、出
迎
え
て
く
れ
た

　

保
護
者
た
ち
と
記
念
撮
影
。

〇
シ
ド
ニ
ー
市
内
、シ
ド
ニ
ー
・
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
等
を
見
学
。

〇
シ
ド
ニ
ー
空
港
か
ら
羽
田
空
港
へ（
機
内
宿
泊
）。

〇
ス
テ
イ
先
の
生
徒
と
登
校
。

〇
午
前
中
授
業
参
加
、そ
の
後
さ
よ
な
ら
パ
ー
テ
ィ
ー
。

〇
ス
ト
ラ
ス
モ
ア
校
の
生
徒
た
ち
に
見
送
ら
れ
、シ
ド
ニ
ー
空
港
へ
。

〇
ホ
テ
ル
に
到
着
後
、市
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
夕
食
。

〇
ス
テ
イ
先
で
終
日
過
ご
す
。

〇
ス
テ
イ
先
で
終
日
過
ご
す
。

〇
ス
テ
イ
先
の
生
徒
と
登
校
。

〇
授
業
等
に
参
加
、
日
本
語
ク
ラ
ス
の
生
徒
と
交
流
、
宇
宙
科
学
教

　

育
セ
ン
タ
ー
を
見
学
。

〇
ス
テ
イ
先
の
生
徒
と
下
校
。

〇
ス
テ
イ
先
の
生
徒
と
登
校
。

〇
日
本
語
ク
ラ
ス
の
授
業
参
加
、近
隣
の
小
学
生
と
交
流
。

〇
ス
テ
イ
先
の
生
徒
と
下
校
。

〇
バ
ス
で
メ
ル
ボ
ル
ン
市
内
、
ヒ
ー
ル
ズ
ヴ
ィ
ル
自
然
保
護
区
見

　

学
後
ス
ト
ラ
ス
モ
ア
校
へ
。

〇
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
対
面
、各
家
庭
へ
。

〇
メ
ル
ボ
ル
ン
空
港
で
入
国
手
続
き
。

〇
バ
ス
で
メ
ル
ボ
ル
ン
市
内
研
修
（
王
立
展
示
館
、
セ
ン
ト
パ
ト
リ

　

ッ
ク
大
聖
堂
等
）、そ
の
後
ホ
テ
ル
へ
。

〇
赤
井
川
村
役
場
に
て
出
発
式
、バ
ス
で
新
千
歳
空
港
へ
。

〇
新
千
歳
空
港
か
ら
羽
田
空
港
へ
。

〇
羽
田
空
港
か
ら
成
田
空
港
を
経
由
し
メ
ル
ボ
ル
ン
空
港
へ
（
機

　

内
宿
泊
）

２０２５．８．４－１３ in Australia２０２５．８．４－１３ in Australia

令和７年度令和７年度
赤井川村中学生海外研修事業赤井川村中学生海外研修事業

海外研修事業日程表
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7 広報あかいがわ　2025.12.1

　

は
じ
め
て
行
く
国
で
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
は
、
楽
し
み
な

気
持
ち
と
同
じ
く
ら
い
、
不
安
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

で
す
が
そ
こ
で
出
会
っ
た
人
た
ち
と
の
出
来
事
は
、
そ
ん

な
気
持
ち
を
忘
れ
さ
せ
て
く
れ
る
く
ら
い
、
あ
た
た
か
く

て
お
も
し
ろ
い
も
の
ば
か
り
で
し
た
。
そ
の
中
で
も
、
特

に
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
や
は
り
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ

ー
と
の
生
活
の
中
で
の
出
来
事
で
す
。

　

一
つ
の
目
の
思
い
出
は
初
め
て
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
バ

デ
ィ
、
マ
イ
ラ
と
会
っ
た
日
の
こ
と
で
す
。
今
で
も
よ
く

覚
え
て
い
ま
す
。
最
初
は
お
互
い
に
緊
張
し
て
い
て
、
何

を
話
し
て
い
い
の
か
分
か
ら
な
い
ま
ま
、
ぎ
こ
ち
な
い
時

間
が
流
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
マ
イ
ラ
の
家
に
あ

っ
た
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
を
一
緒
に
や
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
マ
イ
ラ
自
身
も
ル
ー
ル
を
よ
く
覚
え
て
お
ら

ず
、
英
語
も
う
ま
く
聞
き
取
れ
な
い
私
は
さ
ら
に
戸
惑
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
け
れ
ど
、
二
人
で
何
と
か
ル
ー
ル
を

理
解
し
よ
う
と
苦
戦
し
な
が
ら
も
協
力
し
て
い
る
う
ち
に
、

少
し
ず
つ
打
ち
解
け
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

二
つ
目
の
思
い
出
は
ア
イ
ス
屋
に
行
っ
た
こ
と
で
す
。

滞
在
二
日
目
の
夕
食
時
、
マ
イ
ラ
の
妹
が
何
や
ら
家
族
に

お
願
い
し
て
い
る
様
子
で
し
た
。
私
は
英
語
が
苦
手
な
の

で
詳
し
い
内
容
は
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
ど
う
や
ら

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
が
食
べ
た
い
と
頼
ん
で
い
た
よ
う
で
す
。

そ
の
結
果
、
夕
食
後
に
家
族
全
員
で
近
く
の
ア
イ
ス
ク
リ

ー
ム
屋
さ
ん
に
行
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
お
店
に
入
っ

た
瞬
間
、
私
は
驚
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。
天
井
か
ら
ミ
ラ

ー
ボ
ー
ル
が
吊
る
さ
れ
、
カ
ラ
フ
ル
な
ラ
イ
ト
が
店
内
を

照
ら
し
て
い
て
、
ま
る
で
ク
ラ
ブ
の
よ
う
な
雰
囲
気
だ
っ

た
の
で
す
。
レ
ジ
に
立
っ
て
い
た
店
員
さ
ん
は
サ
ン
グ
ラ

ス
を
か
け
た
ス
キ
ン
ヘ
ッ
ド
の
陽
気
な
お
じ
さ
ん
で
、
正

直
な
と
こ
ろ
ア
イ
ス
屋
の
店
員
さ
ん
に
は
見
え
ま
せ
ん
で

し
た
。
私
は
レ
モ
ン
味
と
い
ち
ご
味
の
ア
イ
ス
を
食
べ
ま

し
た
が
、
い
ち
ご
は
甘
く
て
、
レ
モ
ン
は
さ
っ
ぱ
り
と
し

て
い
て
と
て
も
美
味
し
か
っ
た
で
す
。
こ
の
体
験
は
、
日

本
の
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
の
お
店
と
は
全
く
違
い
、
文
化

の
違
い
を
感
じ
た
瞬
間
で
し
た
。

　

ま
た
、
マ
イ
ラ
と
一
緒
に
ダ
ン
ス
を
し
た
こ
と
も
大
切

な
思
い
出
で
す
。
私
は
日
本
で
は
よ
く
祖
父
の
前
で
ダ
ン

ス
を
見
せ
て
い
る
の
で
す
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
も
動

画
を
撮
っ
て
祖
父
に
送
っ
て
い
ま
し
た
。
あ
る
日
、
マ
イ

ラ
と
一
緒
に
踊
っ
た
ら
祖
父
が
も
っ
と
喜
ん
で
く
れ
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
、
勇
気
を
出
し
て
マ
イ
ラ
に
一
緒
に

踊
ろ
う
と
誘
っ
て
み
ま
し
た
。
す
る
と
、彼
女
は
快
く「
い

い
よ
！
」
と
答
え
て
く
れ
て
、
学
校
か
ら
帰
っ
た
あ
と
す

ぐ
に
練
習
を
始
め
ま
し
た
。
わ
ず
か
10
分
ほ
ど
で
マ
イ
ラ

は
ダ
ン
ス
を
覚
え
て
し
ま
い
、
吸
収
の
早
さ
に
本
当
に
驚

き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
一
緒
に
踊
っ
た
動
画
を
祖
父
に
送
っ
た
と
こ

ろ
、
と
て
も
面
白
が
っ
て
笑
っ
て
く
れ
た
の
で
、
私
も
嬉

し
か
っ
た
で
す
。
少
し
変
わ
っ
た
動
き
の
あ
る
ダ
ン
ス
だ

っ
た
の
で
、
人
に
よ
っ
て
は
恥
ず
か
し
く
感
じ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
マ
イ
ラ
は
こ
の
ダ
ン
ス
を
と
て
も
気
に
入

っ
て
く
れ
て
、
家
の
中
や
通
学
中
に
よ
く
歌
い
な
が
ら
踊

っ
て
い
た
の
が
と
て
も
可
愛
ら
し
か
っ
た
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
言
葉
の
壁
や
文
化
の
違
い
が
あ
る
中
で

も
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
は
気
持
ち
で
通
じ
合
え
る
の

だ
と
感
じ
ま
し
た
。
初
め
は
緊
張
し
て
い
た
私
で
す
が
、

マ
イ
ラ
や
そ
の
家

族
の
お
か
げ
で
、

忘
れ
ら
れ
な
い
貴

重
な
経
験
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
今
回
の
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
で
の

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
は
、

私
に
と
っ
て
世
界

を
知
る
第
一
歩
に

な
っ
た
と
思
い
ま

す
。

英
語
意
欲
u
p
の
旅

保
科
　
美
羽

　

今
回
の
研
修
は
、
私
自
身
が
「
今
後
ど
の
よ
う

に
生
き
て
い
く
べ
き
か
」
と
い
う
根
本
的
な
問
い

に
向
き
合
う
き
っ
か
け
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
進
路
や
人
生
を
考
え
る
上
で
新
た
な
視
点

を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
貴
重
な
体
験
で
も
あ
り
ま

し
た
。

　

出
発
の
国
際
線
で
は
ほ
と
ん
ど
眠
れ
ず
、
到
着

直
後
は
強
い
睡
眠
不
足
に
悩
ま
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
日
の
メ
ル
ボ
ル
ン
市
内
の
見
学
で
は
、
軽
い
ホ

ー
ム
シ
ッ
ク
を
感
じ
て
い
ま
し
た
が
、
街
を
歩

く
う
ち
に
、
歴
史
を
感
じ
さ
せ
る
風
情
と
近
代
的

で
ポ
ッ
プ
な
要
素
が
調
和
す
る
景
観
に
魅
了
さ
れ
、

不
安
を
忘
れ
る
ほ
ど
で
し
た
。
長
時
間
フ
ラ
イ
ト

の
過
ご
し
方
は
本
当
に
大
切
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

三
日
目
に
は
い
よ
い
よ
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
対

面
し
ま
し
た
。190cm

を
超
え
る
バ
デ
ィ
、
妹
、
父
、

母
の
四
人
家
族
で
、
温
か
く
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。

学
校
で
は
日
本
語
ク
ラ
ス
に
参
加
し
た
ほ
か
、
バ

デ
ィ
と
数
学
の
ク
ラ
ス
に
も
参
加
し
ま
し
た
。
ま

た
、
フ
ァ
ー
リ
ー
ブ
レ
ッ
ド
を
作
る
ク
ラ
ス
で
は
、

思
い
が
け
ず
ベ
ジ
マ
イ
ト
を
も
ら
い
、
そ
の
衝

撃
的
な
味
は
今
で
も
鮮
明
に
覚
え
て
い
ま
す
。
朝

食
は
シ
リ
ア
ル
や
ポ
リ
ッ
ジ
、
学
校
で
の
ラ
ン
チ

は
ベ
ジ
マ
イ
ト
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
が
定
番
で
し
た
が
、

デ
ィ
ナ
ー
は
イ
タ
リ
ア
ン
中
心
で
、
と
き
に
は
ア

ジ
ア
ン
フ
ー
ド
も
登
場
し
ま
し
た
。
特
に
私
の
フ

ァ
ミ
リ
ー
の
ル
ー
ツ
が
イ
タ
リ
ア
で
あ
っ
た
た
め
、

家
庭
料
理
も
外
食
も
イ
タ
リ
ア
ン
が
多
く
、
文
化

の
多
様
性
と
ル
ー
ツ
を
大
切
に
す
る
姿
勢
を
体
感

で
き
ま
し
た
。

　

バ
デ
ィ
と
私
、
小
山
と
そ
の
バ
デ
ィ
の
四
人
で

ビ
デ
オ
ゲ
ー
ム
を
し
た
時
に
は
、
学
校
で
は
習
わ

な
い
ス
ラ
ン
グ
が
次
々
に
飛
び
交
い
ま
し
た
。
そ

れ
は
ま
さ
に
「
生
き
た
カ
ル
チ
ャ
ー
」
で
あ
り
、

教
科
書
の
英
語
と
は
違
う
リ
ア
ル
な
表
現
で
し
た
。

知
ら
な
い
言
い
回
し
を
そ
の
場
で
学
び
、
実
際
に

使
っ
て
み
る
の
は
新
鮮
で
楽
し
く
、
語
学
の
醍
醐

味
を
感
じ
ま
し
た
。
ス
テ
イ
中
は
フ
ァ
ミ
リ
ー
や

現
地
の
生
徒
た
ち
と
積
極
的
に
会
話
し
ま
し
た
が
、

や
は
り
リ
ス
ニ
ン
グ
力
が
も
う
少
し
あ
れ
ば
、
さ

ら
に
楽
し
め
た
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
フ
ァ
ミ

リ
ー
と
話
す
楽
し
さ
は
格
別
で
、
英
語
学
習
の
意

欲
の
源
は
「
言
葉
を
通
じ
て
関
係
を
深
め
た
い
」

と
い
う
気
持
ち
に
あ
る
こ
と
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

街
を
歩
け
ば
多
種
多
様
な
人
種
の
人
々
と
す
れ
違

い
、
耳
を
澄
ま
せ
ば
多
言
語
が
飛
び
交
い
ま
す
。

馴
染
み
あ
る
チ
ェ
ー
ン
店
と
並
ん
で
、
さ
ま
ざ
ま

な
国
籍
の
レ
ス
ト
ラ
ン
や
シ
ョ
ッ
プ
が
立
ち
並
び
、

食
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
音
楽
な
ど
あ
ら
ゆ
る
面
で

「
多
文
化
社
会
」
を
実
感
し
ま
し
た
。
ス
ト
ラ
ス
モ

ア
校
の
生
徒
た
ち
も
そ
の
例
外
で
は
な
く
、
多
様

性
の
中
で
自
然
に
生
活
し
て
い
る
姿
に
感
銘
を
受

け
ま
し
た
。

　

研
修
を
通
し
て
、
異
文
化
や
言
語
の
学
び
だ
け

で
な
く
、
自
分
自
身
の
将
来
や
価
値
観
を
見
つ
め

直
す
機
会
を
得
ま
し
た
。
帰
国
後
、
私
は
ま
ず
「
吉

野
家
の
牛
丼
」
を
思
い
切
り
味
わ
い
ま
し
た
が
、

同
時
に
、
研
修
で
得
た
経
験
や
学
び
を
今
後
の
生

活
や
学
習
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と
い
う
気
持
ち

で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
の
経
験
は
、

私
の

人
生

に
お

け
る

大
切

な
一

歩
と

な
り

ま
し

た
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
研
修
を
振
り
返
っ
て

幸
田
　
恵
太
朗
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私
は
こ
の
研
修
を
通
し
て
、
本
場
の
英
語
に
触
れ
て
言
語

感
覚
を
み
に
つ
け
、
初
め
て
の
海
外
を
と
て
も
充
実
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

初
め
て
の
パ
ス
ポ
ー
ト
取
得
、
初
め
て
見
る
・
食
べ
る
も

の
、
初
め
て
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
な
ど
と
初
め
て
の
連
続
で
し

た
。
約
10
時
間
の
フ
ラ
イ
ト
を
終
え
、
８
月
５
日
早
朝
に
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
つ
き
、
そ
こ
か
ら
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
市

内
巡
り
が
始
ま
り
ま
し
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
日
本
と
同

じ
よ
う
に
都
市
の
中
心
部
に
は
高
層
ビ
ル
が
立
ち
並
び
路
面

電
車
や
バ
ス
な
ど
の
公
共
交
通
網
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と

や
公
園
や
街
路
樹
な
ど
緑
が
多
い
こ
と
な
ど
似
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
り
ま
し
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
独
自
の
信
号
機
の
音

や
食
べ
物
、
日
本
に
は
あ
ま
り
な
い
ス
ト
リ
ー
ト
ア
ー
ト
な

ど
を
見
て
外
国
に
来
た
の
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

　

市
内
を
視
察
し
て
い
く
う
ち
に
私
は
一
番
景
色
に
感
動
し

ま
し
た
。
日
本
の
景
色
も
確
か
に
綺
麗
で
す
が
、
外
国
の
も

の
は
規
格
外
に
大
き
く
、
そ
の
地
域
の
文
化
生
も
感
じ
ま
し
た
。

　

８
月
６
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
は
と
て
も

充
実
し
た
５
日
間
に
な
り
ま
し
た
。
初
日
は
言
語
の
壁
や
家

族
に
馴
染
め
る
の
か
不
安
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
が
、
自
分
専

用
の
部
屋
を
用
意
し
て
く
だ
さ
り
生
活
に
必
要
な
も
の
や
大

量
の
お
菓
子
を
セ
ッ
ト
し
て
く
れ
て
歓
迎
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
伝
わ
っ
て
き
て
と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。
初
日
の
夜

か
ら
海
に
連
れ
て
っ
て
く
だ
さ
り
、
レ
ス
ト
ラ
ン
や
犬
の
散

歩
な
ど
で
バ
デ
ィ
ー
や
バ
デ
ィ
ー
の
家
族
と
打
ち
解
け
、
少

し
距
離
が
縮
ま
り
ま
し
た
。
バ
デ
ィ
ー
の
父
や
弟
と
も
た
く

さ
ん
サ
ッ
カ
ー
の
ゲ
ー
ム
や
マ
リ
オ
カ
ー
ト
な
ど
の
ゲ
ー

ム
を
し
た
の
で
す
が
、
私
が
負
け
そ
う
な
時
に
最
後
の
最

後
で
明
ら
か
に
わ
ざ
と
自
爆
し
て
私
を
勝
た
せ
て
あ
げ
よ

う
と
し
て
く
れ
申
し
訳
な
か
っ
た
で
す
が
、
本
当
に
優
し

い
方
々
な
ん
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
中
に
は
、
海
や
動
物
園
、
ス
カ
イ
デ
ッ

キ
、
大
き
い
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
に
行
っ
て
ボ
ー
リ
ン

グ
し
た
り
た
く
さ
ん
の
場
所
に
連
れ
て
っ
て
も
ら
い
数
え

き
れ
な
い
ほ
ど
の
思
い
出
が
で
き
ま
し
た
。

　

８
月
７
日
、
８
日
は
学
校
訪
問
が
あ
り
、
交
流
授
業
に
参

加
し
日
本
語
ク
ラ
ス
の
生
徒
と
会
話
を
交
わ
し
ま
し
た
。
英

語
を
聞
き
取
り
理
解
す
る
こ
と
に
対
し
て
、
何
を
言
わ
れ
て

い
る
の
か
感
覚
だ
け
で
な
く
、
単
語
と
し
て
理
解
で
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
て
も
英
語
で
返
答
す

る
の
は
自
分
に
は
む
ず
か
し
か
っ
た
で
す
。
学
校
訪
問
中
に

一
番
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
中
学
一
年
生
の
２
つ
の
ク
ラ

ス
の
生
徒
にYOSA

KOI

を
教
え
て
一
緒
に
踊
っ
た
こ
と
で

す
。
何
か
ら
教
え
れ
ば
良
い
の
か
戸
惑
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
教
え
た
こ
と
を
楽
し
く
練
習
し
て
く
れ
る
姿
に
救
わ
れ

ま
し
た
。
学
校
訪
問
最
終
日
の
さ
よ
な
ら
パ
ー
テ
ィ
で
披
露

し
たYOSA

KOI

も
成
功
し
学
校
の
方
々
が
と
て
も
喜
ん
で

く
だ
さ
り
嬉
し
か
っ
た
で
す
!

　

こ
う
し
て
不
安
と
期
待
だ
ら
け
で
始
ま
っ
た
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
研
修
は
あ
っ
と
い
う
間
に
終
わ
り
ま
し
た
。
現
地
の
ネ

イ
テ
ィ
ブ
に
触
れ
る
こ
と
で
、
言
語
力
だ
け
で
な
く
文
化
理

解
や
固
定
概
念
に
と
ら
わ
れ
ず
視
野
の
広
い
考
え
を
身
に
つ

け
る
こ
と
が
で
き
る
と
気
づ
か
せ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

海
外
研
修
は
、
社
会
に
貢
献
で
き
る
力
つ
け
る
経
験
と
し
て

必
要
な
こ
と
だ
と
、
こ
の
研
修
を
通
し
て
感
じ
ま
し
た
。

　

お
世
話
に
な
っ
た
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
皆
さ
ん
に
は
感

謝
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
来
年
日
本
で
会
え
る
の
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
く
だ
さ
っ
た
赤
井
川川

の
皆
様
、
こ
の
研
修
に
関
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
全
て
の
方
々

の
皆
様
、
こ
の
研
修
に
関
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
全
て
の
方
々

に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
研
修
を
終
え
て

小
林
　
ゆ
め

　

私
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
行
っ
て
心
に
残
っ
た

こ
と
が
２
つ
あ
り
ま
す
。

　

１
つ
目
は
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
す
。
私
は
エ
ー
ジ

ャ
と
い
う
15
歳
の
女
の
子
の
家
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

を
し
ま
し
た
。
初
日
は
と
て
も
緊
張
し
ま
し
た
が
、

日
本
か
ら
の
お
土
産
を
渡
し
た
り
、
趣
味
な
ど
を
話

し
て
い
る
う
ち
に
だ
ん
だ
ん
と
緊
張
が
ほ
ぐ
れ
て

い
き
ま
し
た
。
お
互
い
音
楽
好
き
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
音
楽
の
話
で
盛
り
上
が
っ
た
の
が
楽
し
か
っ
た

で
す
。
休
日
に
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
大
き
な
神

社
に
行
っ
た
り
、
家
族
へ
の
お
土
産
を
買
い
に
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
を
し
た
り
、
メ
ル
ボ
ル
ン
の
動
物
園
に
行

っ
た
り
、
メ
ル
ボ
ル
ン
の
街
を
満
喫
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
エ
ー
ジ
ャ
の
友
達
と
も
会
話
を
し
て
案

外
早
く
打
ち
解
け
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
別
れ
る

の
が
悲
し
い
く
ら
い
最
高
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
し

た
。

　

２
つ
目
は
、
ス
ト
ラ
ス
モ
ア
校
で
の
授
業
で
す
。

日
本
語
ク
ラ
ス
の
授
業
を
受
け
た
り
、
生
徒
に
よ
さ

こ
い
を
教
え
る
授
業
が
あ
り
ま
し
た
。
日
本
語
ク
ラ

ス
の
授
業
で
は
、
日
本
語
と
英
語
を
お
互
い
に
話
し

た
り
、
フ
ェ
ア
リ
ー
ブ
レ
ッ
ド
（
妖
精
の
パ
ン
）
と

い
う
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
定
番
の
ス
イ
ー
ツ
を

作
り
ま
し
た
。
と
て
も
楽
し
く
授
業
を
受
け
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
よ
さ
こ
い
の
授
業
で
は
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
ス
ト
ラ
ス
モ
ア
校
の
生
徒
に
教
え
、
最

後
に
全
員
で
踊
り
ま
し
た
。
限
ら
れ
た
時
間
で
た
く

さ
ん
踊
り
、
楽
し
む
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
授
業
最

後
の
日
に
は
、
さ
よ
な
ら
パ
ー
テ
ィ
ー
が
あ
り
ま
し

た
。
私
た
ち
は
よ
さ
こ
い
を
披
露
し
、
ス
ト
ラ
ス
モ

ア
校
の
生
徒
は
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
な
ど
の
楽
器
を
使

っ
て
演
奏
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
披
露
が

終
わ
っ
た
後
に
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
写
真
撮
影

を
し
た
り
、
お
昼
ご
飯
を
食
べ
た
り
、
と
て
も
楽
し

か
っ
た
で
す
。
こ
の
よ
う
な
楽
し
い
思
い
出
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
楽
し
く
過
ご
し
て
い
る
の
と
同

時
に
勉
強
に
な
っ
た
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

１
つ
目
は
、
建
築
物
に
つ
い
て
で
す
。
レ
ン
ガ
な

ど
を
使
っ
た
歴
史
的
な
建
築
物
の
他
に
、
都
市
部
に

行
く
と
、
ガ
ラ
ス
張
り
の
近
代
的
な
建
築
物
も
あ
り

ま
し
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
日
本
と
比
べ
て
地
震

が
と
て
も
少
な
い
か
ら
ガ
ラ
ス
張
り
の
建
物
が
多

い
そ
う
で
す
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
歴
史
的
建
造
物

と
近
代
的
建
造
物
が
入
り
混
じ
っ
た
国
だ
と
い
う

こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

２
つ
目
は
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
社
会
が
進
ん
で
い

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
も
ち
ろ
ん
現
金
も
使
え
ま
す

が
、
周
り
に
い
る
人
も
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
も
ほ
と

ん
ど
が
ス
マ
ホ
や
カ
ー
ド
を
使
っ
て
支
払
い
し
て

い
ま
し
た
。
電
車
も
カ
ー
ド
を
使
わ
な
い
と
い
け
ま

せ
ん
で
し
た
。
盗
難
リ
ス
ク
の
軽
減
や
多
様
な
文
化

を
持
つ
国
民
が
国
際
的
な
決
済
手
段
を
利
用
し
や

す
い
環
境
が
整
備
さ
れ
た
か
ら
だ
そ
う
で
す
。
多
国

籍
文
化
の
国
だ
か
ら
こ
そ
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
社
会

が
進
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
で
様
々
な
初
め
て
を
体
験
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
貴
重
な
体
験
が
で

き
た
の
は
、
家

族
、
引
率
し
て

く
れ
た
先
生
、

添
乗
員
さ
ん
、

ス
ト
ラ
ス
モ
ア

校
、
ホ
ス
ト
フ

ァ
ミ
リ
ー
、
赤

井
川
村
の
皆
さ

ん
の
お
か
げ
で

す
。
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
の
思
い
出

堀
野
　
七
彩
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9 広報あかいがわ　2025.12.1

　10月19日（日）に赤井川小学校学習発表会が実施されました。学
級ごと発表や合唱を体育館で、個人の発表を各教室等で行いました。
　今年の発表会のテーマは「28人全員の練習の成果を「今」発揮し
よう～光り輝く君はかっこいい！！～」でした。このテーマに基づき、
各学年練習と準備を重ね、当日を迎えました。
　体育館発表では、全学年で教科の学びを発展させた発表を行い
ました。1・2年生は「器楽・劇・ダンス」（国語＋音楽＋生活科＋体育）、
3・4年生は「音楽劇」（国語＋音楽）、5・6年生は「器楽、合唱」（音
楽）、全校合唱や挨拶などのどの発表にも精一杯取り組む児童の姿
に、会場では多くの拍手が送られました。
　教室発表では、生活科や国語などの各教科や自分の興味がある
ことについて調べたことなどを一人ひとりがまとめ、校内各所で発
表しました。
　体育館発表と教室発表の取り組みを通して、児童一人ひとりが、
本年度の学校重点目標の一つである「気持ちや考えを表現する力」
を伸ばすことに真剣に向き合う姿が見られました。

赤井川小学校学習発表会
2025.10.19 赤井川小学校

　10月18日（土）「閉校記念都小学校学習発表会・もちつき集会」が
実施されました。オープニングの「カルデラ太鼓」 では、全校児童12
名の心を一つにした演奏が会場に響き渡っていました。また、1年生
のかわいらしい音楽の発表、3・4年生の力強いダンス、5・6年生は
閉校記念ということもあり、都小にちなんだエピソードを盛り込んだ劇

「MIYAKOクイズショー」を発表しました。その劇中では、都小に設
置されている「つよい木」を語る場面に、全校児童が登場するシーン
もあり、全校みんなで最後の学習発表会を彩っていました。職員によ
るサプライズのダンスもあり、来場していた方々から喜びの声があがっ
ていました。 
　学習発表会後は、「もちつき集会」が行われました。保護者や地域
の方々の協力のもと、子どもたちは力一杯餅をつき、つきたての餅を
お雑煮などにして、とても美味しそうに頬張っていました。

都小学校学習発表会・もちつき集会
2025.10.18 都小学校

　10月29日（水）に、国及び北海道並びに赤井川村を含む後志管内
13町村が主催する北海道原子力防災訓練を行いました。
　村内では防災無線・消防広報車両による広報訓練、各施設・団
体への通信訓練、モニタリングポストの設置や緊急時環境モニタリ
ング訓練を実施しました。
　原子力防災訓練は毎年実施されますので、引き続きご協力をよろ
しくお願いいたします。

北海道原子力防災訓練
2025.10.29 赤井川村内
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10� 広報あかいがわ　2025.12.1

Topics

　10月30日（木）、赤井川中学校で１日防災学校が実施されました。
　今年は役場防災担当者を講師に招き、ハザードマップを基に赤
井川村の災害などについて学びました。
　災害などの説明を受けた後、4つのグループに分かれ、実際に赤
井川村のハザードマップを見ながら、自分の家がどこにあるかなど
確認し、避難所に避難する際の持ち物について意見を出し合いまし
た。最後はグループごとの意見を全体で交流しました。
　ハザードマップを初めて見た生徒もおり、改めて防災意識を高め
る良い機会になりました。

赤井川中学校１日防災学校
2025.10.30　赤井川中学校

　村体育館にてカボチャランタンづくりを実施し、15組の家族の参加
がありました。今年もたくさんの素敵なランランが出来上がりました。
　初めて参加した方、毎年参加していただいている方、みんなで楽し
くランタン作りを行いました。今年は、カボチャランタンのほか、松ぼっ
くりで小さなクリスマスツリーなどを作りました。
　ランタンは、10月31日（金）～2日（日）に開催された「第55回赤井川
村文化祭」にて展示しました。

カボチャランタンづくり
2025.10.30　村体育館

　村体育館において第55回赤井川村文化祭を開催しました。
　会場には保育所や小中学校、一般の方々からもたくさんの作品の
出品がありました。どの作品も素晴らしく、見ごたえのある展示に
なりました。今年は、3日間とも多数の方に足を運んでいただきました。
　初日には、文化伝承教室を実施しました。今回は石臼で煎った
大豆をひく体験を行いました。今回の体験学習を通じて、児童たち
は先人の苦労を知る機会となりました。
　2日目にはステージ発表があり、出演者の皆さん気合いが入って
いてとても盛り上がりました。
　出品していただいた皆さま、体験学習の講師の方、準備・後片
付けにご協力いただいた皆さま、ありがとうございました。
　来年も、皆様からの出品・出演をお待ちしております。

第55回赤井川村文化祭
2025.10.31～11.2　村体育館

　地域における公共交通の課題、地域交通の在り方を検討するた
め、地域交通の活性化及び再生に関する法律に基づく法定協議会
として本協議会を設置し、令和７年度第３回目を開催しました。
　今回の会議は、「むらバス」の運行状況、時間帯の“空白”解消
のための実証運行等について、協議会で合意形成をしました。令
和７年度も、みなさまにご利用いただくための利用促進事業を展開
していく予定としておりますので、みなさまのご利用をお待ちしてお
ります。

赤井川村地域公共交通活性化協議会を開催しました
2025.11.10 赤井川村役場
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11 広報あかいがわ　2025.12.1

Topics

第
29
回
赤
井
川
郵
便
局
長
杯
パ

ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

と　

き　

９
月
20
日
（
土
）

と
こ
ろ　

み
や
こ
公
園
パ
ー
ク

　
　
　
　

ゴ
ル
フ
場

成　

績

▽
優
勝　

福
田　
　

雅

　
　

ス
コ
ア
115
ハ
ン
デ

－４
計
111

▽
２
位　

富
樫　
　

護

　
　

ス
コ
ア
101
ハ
ン
デ
13
計
114

▽
３
位　

柏
谷　

一
樹

　
　

ス
コ
ア
115
ハ
ン
デ
３
計
118

▽
４
位　

福
田　

孝
明

　
　

ス
コ
ア
110
ハ
ン
デ
10
計
120

▽
５
位　

上
枝
美
喜
夫

　
　

ス
コ
ア
115
ハ
ン
デ
６
計
121

第
16
回
中
山
建
設
㈱
赤
井
川
支

店
長
杯
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

と　

き　

９
月
27
日
（
土
）

と
こ
ろ　

み
や
こ
公
園
パ
ー
ク

　
　
　
　

ゴ
ル
フ
場

成　

績

▽
優
勝　

福
田　

孝
明

　
　

ス
コ
ア
102
ハ
ン
デ
10
計
112

▽
２
位　

上
枝
美
喜
夫

　
　

ス
コ
ア
111
ハ
ン
デ
５
計
116

▽
３
位　

柏
谷　

一
樹

　
　

ス
コ
ア
115
ハ
ン
デ
３
計
118

▽
４
位　

今
城　
　

豪

　
　

ス
コ
ア
109
ハ
ン
デ
10
計
119

▽
５
位　

柏
谷　

正
浩

　
　

ス
コ
ア
114
ハ
ン
デ
６
計
120

第
29
回
赤
井
川
村
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
協
会
長
杯
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大

会と　

き　

10
月
11
日
（
土
）

と
こ
ろ　

み
や
こ
公
園
パ
ー
ク

　
　
　
　

ゴ
ル
フ
場

成　

績

【
男
性
の
部
】

▽
優
勝　

富
樫　
　

護ス
コ
ア
108

▽
２
位　

福
田　

孝
明ス

コ
ア
110

▽
３
位　

釣
賀　

謙
一ス

コ
ア
113

▽
４
位　

今
城　
　

豪ス
コ
ア
115

▽
５
位　

大
西　

敏
典ス

コ
ア
116

【
女
性
の
部
】

▽
優
勝　

福
田　
　

雅ス
コ
ア
127

▽
２
位　

今
城　

保
子ス

コ
ア
138

第
３
回
鉄
建
杯
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

大
会

と　

き　

11
月
３
日
（
月
）

と
こ
ろ　

み
や
こ
公
園
パ
ー
ク

　
　
　
　

ゴ
ル
フ
場

成　

績

【
男
性
の
部
】

▽
優
勝　

富
樫　
　

護ス
コ
ア
102

▽
２
位　

福
田　

孝
明ス

コ
ア
108

▽
３
位　

湯
澤　

幸
敏ス

コ
ア
113

▽
４
位　

阿
部　

政
範ス

コ
ア
113

▽
５
位　

釣
賀　

謙
一ス

コ
ア
113

【
女
性
の
部
】

▽
優
勝　

福
田　
　

雅ス
コ
ア
120

▽
２
位　

今
城　

保
子ス

コ
ア
133

　

成
人
に
な
ら
れ
る
皆
さ
ん
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
回
成
人
式
に
ご
案
内
を
予

定
し
て
い
る
方
は
、
平
成
17
年

４
月
２
日
か
ら
平
成
18
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、

『
村
内
に
住
所
が
あ
る
方
』
又
は

『
赤
井
川
中
学
校
卒
業
生
の
方
々
』

で
す
。

　

成
人
式
は
令
和
８
年
１
月
11

日
（
日
）
11
時
よ
り
生
活
改
善

セ
ン
タ
ー
に
て
行
い
ま
す
。

　

詳
細
は
対
象
者
宛
に
別
途
ご

案
内
い
た
し
ま
す
の
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ

ニ
ュ
ー
ス

ニ
ュ
ー
ス

成
人
式
の
お
知
ら
せ

　澄んだ秋雲の隙間から暖かな日差しが都小学校を照らしている
なか、閉校式典が11月15日（土）に開催されました。
　都小学校は明治35年4月1日に赤井川尋常小学校より分離し、後
志沢簡易教員所として開校しその歴史は123年となり、令和8年3月
をもちまして閉校します。
　式典当日は都小学校児童をはじめ、ご来賓・ご卒業生及びこれ
まで関わった学校関係者の皆様約180名が参加し、今日までの輝
かしい歴史・積み重ねてきた伝統を想い、それらを語り合う姿が見
られました。
　久々の再開に喜び合う女性・若き日の自分や仲間の写真姿を見て
楽しむ方 ・々式中涙をこらえる男性・体育館に鳴り響く太鼓・世代
を超えた談笑、この日この場所での一時は忘れることの出来ない思
い出となったことでしょう。
　都小学校の子供たちの澄んだ眼差しは我々大人たちを元気づけ、
明るい挨拶は「光」のようでした。今後も励まし合って進む心と、力
を合わせてたくましく生きる姿を見せて頂けると幸いです。
　都小学校閉校記念事業実行委員会・都小学校関係者および都
地区の皆様、ありがとうございました。

都小学校閉校記念式典
2025.11.15 都小学校

各
種
大
会
の
結
果
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12� 広報あかいがわ　2025.12.1

北後志消防組合の財政状況（令和７年度上半期予算執行状況）
１．令和７年度上半期（４月～９月）の予算の執行状況
� （単位：千円）

歳　入 歳　出
科　目 予算額 収入額 収入率 科　目 予算額 支出額 執行率

１ 分 担 金 及 び
負 担 金 1,441,482 654,910 45.4% １ 議 会 費 390 136 34.9%

２ 使 用 料 及 び
手 数 料 78 156 200.0% ２ 総 務 費 148,233 98,865 66.7%

３ 国 庫 支 出 額 8,326 0 0.0% ３ 消 防 費 1,780,223 524,140 29.4%

４ 財 産 収 入 1,100 755 68.6 ４ 公 債 費 43,677 21,305 48.8%

５ 繰 越 金 73,538 73,538 100.0% ５ 予 備 費 380 0 0.0%

６ 諸 収 入 19,079 1,515 7.9％

７ 組 合 債 429,300 0 0.0％

歳入合計 1,972,903 730,874 37.0% 歳出合計 1,972,903 644,446 32.7%

２．財産の現在高
　消防組合が管理する行政財産　（1）土地　1,954.86㎡、建物　6,764.73㎡

３．地方債の借入状況
� （単位：千円）

区　分  借 入 額
借　入　先

償還済額 現在
未償還額財務省財政

融資資金
地方公共団体
金融機構

か ん ぽ
生命保険

北 海 道
振 興 基 金

共 済
連 合 会 共済組合 北 海 道

信用金庫
備荒資金
組 合

本　部 96,800 0 0 0 2,400 0 0 0 94,400 81,000 15,800

余　市 201,100 0 0 0 0 0 0 0 201,100 130,442 70,658

古　平 28,600 0 0 0 0 0 0 0 28,600 25,027 3,573

積　丹 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

仁　木 223,800 194,100 0 0 0 0 0 0 29,700 196,717 27,083

赤井川 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合　計 550,300 194,100 0 0 2,400 0 0 0 353,800 433,186 117,114
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○
飲
酒
運
転
は
死
亡
事
故
率
が

　

4.9
倍
！

　

死
亡
事
故
率
と
は
、
人
身
事

故
１
０
０
件
あ
た
り
の
死
亡
事

故
件
数
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

過
去
５
年
間
の
死
亡
事
故
率

を
比
較
す
る
と
【
飲
酒
あ
り
】

の
場
合
は
【
飲
酒
な
し
】
の
場

合
よ
り
も
死
亡
事
故
率
が
4.9
倍

も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
飲
酒
運
転
は
通

常
よ
り
も
約
５
倍
も
死
亡
事
故

を
起
こ
し
や
す
い
、
非
常
に
危

険
な
行
為
な
の
で
す
。

○
ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
運
動
で

　

飲
酒
運
転
防
止
！

　

ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
運
動
と

は
、
車
で
飲
食
店
に
行
く
際
、

仲
間
の
中
で
運
転
を
担
当
し
、

お
酒
を
飲
ま
な
い
人
（
ハ
ン
ド

ル
キ
ー
パ
ー
）
が
、
仲
間
を
自

宅
ま
で
送
り
届
け
る
こ
と
で
飲

酒
運
転
を
根
絶
し
よ
う
と
い
う

運
動
で
す
。

　

一
人
一
人
が
「
飲
酒
運
転
を

し
な
い
、
さ
せ
な
い
、
許
さ
な

い
、
そ
し
て
見
逃
さ
な
い
」
こ

と
を
意
識
し
て
、
飲
酒
運
転
を

防
止
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
北
海
道
警
察
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
に
、
飲
酒
運
転
情
報

専
用
メ
ー
ル
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置

し
て
い
ま
す
。

　

左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク

セ
ス
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
情

報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
容
疑
事

案
は
、
我
が
国
の
主
権
を
侵
害

し
、
国
民
の
生
命
・
身
体
に
危

険
を
及
ぼ
す
治
安
上
極
め
て
重

大
な
問
題
で
す
。

　

警
察
で
は
、
被
害
者
や
御
家

族
の
お
気
持
ち
を
十
分
に
受
け

止
め
、
全
て
の
拉
致
容
疑
事
案

等
の
全
容
解
明
に
向
け
て
、
関

係
機
関
と
緊
密
に
連
携
を
図
り

つ
つ
、
関
連
情
報
の
収
集
、
捜

査
・
調
査
に
全
力
を
挙
げ
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

　

拉
致
問
題
の
解
決
の
た
め
に

は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
強

い
思
い
が
必
要
で
す
。

■
優
良
運
転
者
講
習
（
30
分
）

　

12
月
10
日（
水
）
15
時
30
分

　

12
月
24
日（
水
）
14
時
30
分

■
一
般
運
転
者
講
習（
１
時
間
）

　

12
月
24
日（
水
）
13
時

■
違
反
講
習
・
初
回
講
習（
２
時
間
）

　

12
月
10
日（
水
）
13
時

※�

会
場
は
全
て
余
市
町
中
央
公

民
館
で
す
。

※�

該
当
す
る
講
習
を
ご
確
認
の

上
、
警
察
署
等
で
更
新
手
続

き
後
、
受
講
願
い
ま
す
。

※�

「
優
良
運
転
者
」
は
過
去
５

年
間
違
反
な
し
、「
一
般
運

転
者
」
は
過
去
５
年
間
で
軽

微
な
違
反
が
１
回
の
み
、「
初

回
講
習
」
は
運
転
免
許
を
取

得
し
て
５
年
未
満
、
そ
れ
以

外
は
「
違
反
運
転
者
等
」
講

習
を
受
講
す
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。

　

10
月
１
日
か
ら
全
国
一
斉
で

「
マ
イ
ナ
救
急
」
実
証
事
業
を
開

始
し
て
い
ま
す
。

　

救
急
要
請
を
さ
れ
た
際
、
救

急
隊
が
「
マ
イ
ナ
保
険
証
（
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
健
康
保

険
証
と
し
て
利
用
し
て
い
る
も

の
）」
を
確
認
さ
せ
て
い
た
だ

く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
保
険
証
を
お
持
ち
の

方
は
、
提
示
い
た
だ
く
こ
と
で

救
急
隊
が
医
療
情
報
を
照
会
し
、

よ
り
迅
速
か
つ
適
切
な
医
療
対

応
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

※
対
象
と
な
る
の
は
「
マ
イ
ナ

　

保
険
証
」
を
利
用
さ
れ
て
い

　

る
方
の
み
で
す
。

※
取
得
し
た
情
報
は
、
救
急
活

　

動
以
外
に
は
使
用
い
た
し
ま

　

せ
ん
。

　

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

陸
・
海
・
空
自
衛
隊
に
は
、

車
両
・
船
、
飛
行
機
を
扱
う
職

種
が
１
０
０
種
類
以
上
あ
り
ま

す
。

　

試
験
内
容
・
イ
ベ
ン
ト
案
内

及
び
各
種
個
別
説
明
な
ど
詳
し

く
は
、
小
樽
地
域
事
務
所
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
高
等
工
科
学
校
生
徒
】

■
応
募
資
格

　

男
子
で
中
学
卒
（
見
込
含
）

　

17
歳
未
満

■
受
験
期
間

　

10
月
１
日
（
水
）～

　

令
和
８
年
１
月
15
日
（
木
）

■
試
験
内
容

　

筆
記
試
験
、
適
正
検
査
、
口

　

述
試
験
、
身
体
検
査
等

■
お
問
い
合
わ
せ

　

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部

　

小
樽
地
域
事
務
所

　
（
９
時
～
17
時
30
分
）

　

小
樽
市
稲
穂
２

－

２
２

－

４

　

樽
石
ビ
ル
２
Ｆ

　

℡
０
１
３
４

－

２
２

－

５
５
２
１

　

mailotaru_spco@
rct.gsdf. 

　
　

m
od.go.jp

※
土
日
祝
日
を
希
望
さ
れ
る
方

　

は
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

余
市
警
察
署
だ
よ
り

飲
む
前
に

車
じ
ゃ
な
い
よ
ね
？

再
確
認

運
転
免
許
更
新
時
講
習

必
ず
救
い
出
す

北
朝
鮮
人
権
侵
害

問
題
啓
発
週
間

（
12
月
10
日
～
16
日
）

「
マ
イ
ナ
救
急
」
実
証

事
業
を
開
始
し
て
い
ま
す

各
種
自
衛
官
等
募
集
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　冬本番、室内では暖房の使用で空気が乾燥しやすく
なります。
　呼吸の際に吸い込んだウイルスや細菌が肺まで届か
ないようするためには、水分摂取や、室内を加湿（50
～60％）にすることや必要に応じてマスクによる加湿
がお勧めです。

　　

令
和
７
年
度
か
ら
定
期
接
種

が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
令
和
７

年
度
か
ら
５
年
間
は
経
過
措
置

と
し
て
、
そ
の
年
度
に
65
、
70
、

75
、
80
、
85
、
90
、
95
、
100
歳

に
な
る
方
が
対
象
で
す
。
赤
井

川
村
で
は
、
令
和
７
年
度
に
限

り
65
歳
以
上
の
方
全
員
が
助
成

の
対
象
で
す
（
自
己
負
担
額
は
、

ワ
ク
チ
ン
の
種
類
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
）。

　

ワ
ク
チ
ン
は
、
生
ワ
ク
チ
ン

と
組
み
換
え
ワ
ク
チ
ン
を
選
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
す
。
組
み
換
え

ワ
ク
チ
ン
は
、
２
回
の
接
種
が

必
要
で
す
（
２
回
目
は
１
回

目
か
ら
２
ヶ
月
以
上
あ
け
る
）。

体
調
不
良
等
で
接
種
が
延
期
さ

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

接
種
を
お
考
え
の
方
は
、
年
内

に
１
回
目
を
接
種
す
る
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。

　

ま
た
、
50
歳
以
上
65
歳
未
満

の
任
意
接
種
の
方
へ
の
接
種
助

成
も
引
き
続
き
行
っ
て
お
り
ま

す
。

　

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い

て
の
お
問
い
合
せ
は
、
お
気
軽

に
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー
保
健
師

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

赤
井
川
村
は
歯
科
医
院
が
な

い
村
で
す
が
、
幼
少
期
、
学
童

期
の
歯
科
保
健
対
策
に
20
年
以

上
前
か
ら
力
を
入
れ
て
き
ま
し

た
。

　

フ
ッ
素
は
、
酸
で
溶
け
に
く

い
歯
の
質
を
強
化
し
た
り
、
再

石
灰
化
す
る
こ
と
で
む
し
歯
の

き
っ
か
け
を
回
避
し
た
り
、
む

し
歯
菌
の
活
動
を
抑
え
た
り
す

る
効
果
が
あ
り
ま
す
。
歯
が
生

え
た
ば
か
り
の
赤
ち
ゃ
ん
や
乳

幼
児
は
歯
の
外
側
の
エ
ナ
メ
ル

質
が
薄
い
の
で
、
塗
布
す
る
こ

と
が
と
て
も
大
切
で
す
。

　

対
象
に
な
る
お
子
さ
ん
に
は

個
別
に
ご
案
内
を
し
て
い
ま
す
。

塗
布
を
希
望
さ
れ
る
方
は
早
め

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　

12
月
５
日
（
金
）
14
時
～

■
場
所

　

健
康
支
援
セ
ン
タ
ー

■
医
師

　

森
川
先
生
（
仁
木
町
森
川
歯

　

科
医
院
）

　

10
月
31
日
に
～
ど
ん
な
特
性

を
持
っ
た
こ
ど
も
も
お
と
な
も
、

共
に
育
ち
あ
う
む
ら
を
目
指
し

て
～
N
P
O
法
人
え
じ
そ
ん
く

ら
ぶ
代
表
で
臨
床
心
理
士
の
高

山
恵
子
先
生
に
講
演
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
村
内
の
子
育
て

世
代
の
み
な
ら
ず
近
隣
の
子
育

て
支
援
、
障
が
い
支
援
の
関
係

者
等
約
50
名
と
多
く
の
方
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。
高
山
先
生

が
「
子
育
て
ス
ト
レ
ス
を
ち
ょ

こ
っ
と
減
ら
す
コ
ツ
」
に
つ
い

て
お
話
し
し
て
い
る
動
画
が
あ

り
ま
す
。
Q
R
コ
ー
ド
よ
り
閲

覧
で
き
ま
す
の
で
、
よ
け
れ
ば

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

赤
井
川
村
で
暮
ら
す
「
高
齢

者
の
方
の
皆
さ
ん
の
総
合
相
談

窓
口
」
と
し
て
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

　

高
齢
者
ご
本
人
様
、
ご
家
族

様
、
地
域
の
皆
様
、
ど
な
た
か

ら
の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
（
４
８

－

５
２
０
５
）

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
来
所
、
お
電
話
、
訪
問
ど
れ

　

で
も
対
応
い
た
し
ま
す
。

※
平
日
に
限
り
ま
す
。

■
日
時

　

12
月
17
日
（
水
）
13
時
～
16
時

■
場
所

　

余
市
町
中
央
公
民
館
（
余
市
町

　

大
町
４
丁
目
１
４
３
番
地
）

　

℡
２
３

－

５
０
０
１

※
ご
利
用
さ
れ
る
方
は
、
事
前

　

に
必
ず
余
市
町
役
場
へ
ご
連

　

絡
願
い
ま
す
。

　
（
℡
２
１

－

２
１
１
１
）

帯
状
疱
疹
ワ
ク

チ
ン
に
つ
い
て
幼
児
歯
科
健
診
及
び

フ
ッ
素
塗
布
に
つ
い
て

地
域
子
育
て
講

演
会
に
つ
い
て

赤
井
川
村
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
は
高
齢
の
方

の
総
合
相
談
窓
口
で
す

無
料
法
律
相
談
所
の
開
設
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INFO
RMA

TION

INFO
RMA

TIONお知らせ
伝言板

「子ども第三の居場所」の通称がきまりました！
　2026年4月に開設予定の「子ども第三の居場所」の通称が、『むらっこはうす』に決まりました！
　こどもたちにも地域の方にも関わっていただき、地域のみなさんと一緒に作り上げていきたいという思いから、
村内の小・中学生を対象に10月15日～24日にかけて通称を募集しました。
　応募いただいたたくさんの案の中から、地域おこし協力隊・保健福祉課・教育委
員会で4点に絞り、10月31日～11月2日に開催された村の文化祭において100人を超え
る村民のみなさんに投票していただきました。
　その結果、一番みなさんの心をつかんだのが「むらっこはうす」です。
　この通称には、「みんなが楽しく行けて、遊んだりできるところになってほしいから」
という思いが込められています。
　ひとりひとりのこどもたちや地域の方々が子ども第三の居場所について一緒に考え、
かかわりをもち、作り上げていくこの過程そのものが、“みんなでつくる ひとりひとり
の秘密基地”の第一歩になったと感じます。
　今後は説明会や意見交換会、完成後には内覧会なども予定しています。
　こどもたちが安心してのびのび過ごせる場所となるよう、開設に向けて準備を進め
ていきますので、今後とも応援よろしくお願いいたします。

国民年金保険料は、退職（失業）による特例免除があります
　国民年金には保険料納付が困難な方で本人、配偶者、世帯主の前年度の所得が一定額以下の方が申請するこ
とで、国民年金の保険料が免除される制度があります。（一部納付制度もありますが、この場合は保険料の一部
を納付しなければ未納期間となります。）
　ただし、失業、倒産、事業の廃止（※１）、天災などが原因で所得が無くなったことにより国民年金の保険料
が納付できない方は、その事実が確認できる公的機関の証明書等（※２）の写しを添付していただくと、その方
の前年度所得は審査対象外となります。
※１免除を申請する日の属する年度またはその前年度に失業（離職）された方が対象です。
※２「雇用保険受給資格者証」「雇用保険被保険者離職票」「離職者支援資金の貸付決定通知」など

　申請はお住いの市（区）町村の国民年金担当窓口及び年金事務所で行ってください。なお、申請の際には公的
機関の証明書のほかに、年金手帳または基礎年金番号のわかるものが必要です。
※令和元年10月30日からは、マイナンバーによる行政機関間の情報連携の仕組みを活用し、審査に必要な住民
　票情報及び所得情報を確認します。
　詳しくは、小樽年金事務所（電話0134-33-5026）までお問い合わせください。

年金だより

申請者（本人）の前年度所得 配偶者の前年度所得 世帯主の前年度所得

一般の免除申請 審査対象 審査対象 審査対象
申請者（本人）が失業したことによる特例申請 審査対象外 審査対象 審査対象
※配偶者または世帯主が失業した場合にもそれぞれ所得審査対象外となります。
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お知らせ伝言板INFORMATION

北後志衛生施設組合の財政状況（令和７年度上半期予算執行状況）
１．令和７年度一般会計上半期（４月～９月）の予算執行状況　　　　　　　　　　　　　 （単位：千円）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和７年９月３０日現在
歳　入 歳　出

款 予算額 収入済額 収入率 款 予算額 支出済額 執行率

１ 分 担 金 及 び
負 担 金 309,882 118,847 38.35% １ 議 会 費 385 139 36.10%

２ 使 用 料 及 び
手 数 料 10,667 4,602 43.14% ２ 総 務 費 36,299 21,723 59.84%

３ 財 産 収 入 1 51 5,100.00% ３ 衛 生 費 344,376 61,552 17.87%

４ 繰 越 金 9,775 9,774 99.99% ４ 公 債 費 67 0 0.00%

５ 諸 収 入 27,002 78 0.29％ ５ 予 備 費 500 0 0.00%

６ 組 合 債 24,300 0 0.00％

歳入合計 381,627 133,352 34.94% 歳出合計 381,627 83,414 21.86%

２．財産及び地方債並びに一時借入金現在高
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和７年９月３０日現在　　　　　　　　　 　  （単位：千円）

３．令和６年度一般会計決算の概況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （単位：千円）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和７年５月３１日現在

歳　入 歳　出
款 予算額 収入済額 収入率 款 予算額 支出済額 執行率

１ 分 担 金 及 び
負 担 金 167,540 167,540 100.00% １ 議 会 費 383 275 71.80%

２ 使 用 料 及 び
手 数 料 10,232 10,476 102.38% ２ 総 務 費 50,029 48,893 97.73%

３ 財 産 収 入 1 27 2,700.00% ３ 衛 生
セ ン タ ー 費 142,610 134,914 94.60%

４ 繰 越 金 15,189 15,188 99.99% ４ 予 備 費 500 0 0.00%

５ 諸 収 入 560 625 111.61％

歳入合計 193,522 193,856 100.17% 歳出合計 193,522 184,082 95.12%

�

　　　　 　　 施設名
区　域

北後志衛生センター
（し尿処理場）

旧北後志清掃センター
（旧ごみ処理場）

財
産

建　物
処理場　　　　1,766㎡
車　庫　　 　　　44㎡

旧焼却場　　　　1,894㎡

土　地 19,444㎡ 11,927㎡
地　方　債

（長期借入額） な　　　し

基　　　金 59,248千円

一時借入額 な　　　し

町村負担額 負　担　率

余 市 町 76,595 45.72％

仁 木 町 43,108 25.73％

赤井川村 11,665 6.96％

古 平 町 17,443 10.41％

積 丹 町 18,729 11.18％

負担金計 167,540 100.00％

　令和６年度町村負担金内訳
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お知らせ伝言板INFORMATION

■
開
催
月
日
／
10
月
28
日

■
会
議
案
件

◇
農
地
法
第
５
条
の
規
定
に
よ

　

る
許
可
申
請
に
つ
い
て

◇
農
用
地
利
用
集
積
等
促
進
計

　

画
の
決
定
に
つ
い
て

　

農
地
（
田
・
畑
な
ど
）
に
つ

い
て
、
下
記
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
場
合
、
手
続
き
が
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
農
業
委
員
会

ま
で
お
知
ら
せ
願
い
ま
す
。

◇
農
地
を
転
用
す
る
と
き

　

農
地
の
転
用
と
は
、
田
や
畑

な
ど
の
農
地
を
、
宅
地
な
ど
の

農
地
以
外
に
使
用
す
る
こ
と
を

い
い
ま
す
。
農
地
を
転
用
す
る

場
合
は
、
農
業
委
員
会
の
許
可

を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

転
用
の
計
画
が
あ
り
ま
し
た
ら

必
ず
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
許
可
を
受
け
な
い
で
転
用

し
た
場
合
や
、
許
可
の
内
容
と

異
な
る
目
的
に
転
用
し
た
時
に

は
、
厳
し
い
罰
則
が
定
め
ら
れ

て
お
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
原

状
回
復
を
含
め
た
是
正
指
導
が

行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
農
地
以

外
で
あ
っ
て
も
農
業
振
興
地
域

に
該
当
す
る
土
地
で
あ
れ
ば
別

途
届
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
の

で
、
産
業
課
農
政
係
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。
な
お
、
農

地
の
利
用
や
保
全
に
必
要
な
施

設
（
農
道
・
農
業
用
倉
庫
等
）

を
２
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満

の
農
地
を
利
用
し
て
転
用
す
る

場
合
は
、
許
可
申
請
で
は
な
く
、

届
出
に
な
り
ま
す
。

◇
農
地
を
売
買
、
贈
与
す
る
と
き

　

農
地
を
農
地
の
ま
ま
で
売
買

等
す
る
場
合
は
、
農
地
法
第
３

条
に
基
づ
い
て
申
請
し
、
農
業

委
員
会
の
許
可
を
受
け
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
許
可
は

耕
作
目
的
で
農
地
を
取
得
す
る

も
の
の
た
め
、
農
地
を
取
得
し

た
方
は
、
自
ら
農
作
業
に
常
時

従
事
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

◇
相
続
で
農
地
を
取
得
し
た
と
き

　

相
続
に
よ
り
農
地
を
取
得
し

た
場
合
、
農
地
法
の
許
可
は
不

要
で
す
が
、
す
み
や
か
に
農
業

委
員
会
へ
届
け
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。（
農
地
法
第
３
条
の
３

第
１
項
）

◇
農
地
情
報
の
提
供
の
お
願
い

　

皆
様
か
ら
提
供
い
た
だ
い
た

情
報
に
よ
っ
て
、
農
地
利
用
希

望
者
（
新
た
に
農
業
を
始
め
た

い
と
思
っ
て
い
る
方
、
農
業
経

営
の
規
模
拡
大
を
考
え
て
い
る

方
、
定
年
を
迎
え
田
舎
暮
ら
し

を
希
望
す
る
方
等
）
へ
情
報
提

供
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
農
地

の
流
動
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

村
内
に
空
き
農
地
を
お
持
ち

の
方
は
、
赤
井
川
村
農
業
委
員

会
事
務
局
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
農
地
の
賃
借
、
売
買

及
び
転
用
は
、
農
業
委
員
会
の

許
可
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
賃

借
等
を
さ
れ
る
方
は
、
農
業
委

員
会
事
務
局
ま
で
ご
相
談
下
さ

い
。

◇
受
付
件
数�

売
却
希
望　

８
件

�

買
受
希
望　

２
件

�

（
令
和
７
年
11
月
14
日
）

　

赤
井
川
村
職
員
表
彰
規
定
に

基
づ
き
、
左
記
の
職
員
に
勤
続

15
年
の
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
健
康
に
留
意
し
、

職
務
に
励
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
受
賞
者

　

田
中　

雄
大
さ
ん

（
総
務
課
企
画
地
域
振
興
係
・
係
長
）

農
業
委
員
会
だ
よ
り

農
業
委
員
会
総
会 

第
28
回

お

知

ら

せ

村
勤
続
15
年
表
彰
受
賞

年
末
年
始
休
日

当
番
歯
科
医
院

　　　

後
志
広
域
連
合
介
護
保
険
課

で
は
「
介
護
予
防
・
日
常
生
活

圏
域
ニ
ー
ズ
調
査
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
本
調
査
は
、
令
和

９
年
度
か
ら
始
ま
る
第
10
期
後

志
広
域
連
合
介
護
保
険
事
業
計

画
の
策
定
に
あ
た
り
、
地
域
に

お
住
い
の
高
齢
者
の
皆
さ
ま
の

生
活
の
様
子
や
介
護
予
防
・
生

活
支
援
に
関
す
る
ご
意
見
を
伺

い
、
今
後
の
事
業
の
充
実
に
活

用
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実

施
す
る
も
の
で
す
。

　

調
査
の
実
施
お
よ
び
集
計
・

分
析
に
つ
い
て
は
後
志
広
域
連

合
か
ら
委
託
を
受
け
た
「
㈱
北

海
道
二
十
一
世
紀
総
合
研
究
所
」

が
行
っ
て
お
り
、
調
査
票
の
送

付
先
は
委
託
事
業
者
と
な
り
ま

す
。
な
お
、
調
査
結
果
は
統
計

的
に
処
理
し
、
個
人
が
特
定
さ

れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
対
象
者

　

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る

　

方
を
除
く
65
歳
以
上
の
方

■
調
査
方
法

　

郵
送
に
よ
る
配
布
・
回
収

　
（
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
W
e
b
で

　

の
回
答
も
可
能
で
す
）

■
調
査
期
間

　
12
月
１
日（
月
）～
12
月
28
日（
日
）

■
お
問
い
合
わ
せ

〇
後
志
広
域
連
合
介
護
保
険
課

　

℡
０
１
３
６

－

５
５

－

８
０
１
３

〇
保
健
福
祉
課
介
護
医
療
係

　

℡
３
５

－

２
０
５
０

12
月
29
日
（
月
）

　

積
丹
町
歯
科
診
療
所

　

℡
４
４

－

２
２
４
７

12
月
30
日
（
火
）

　

と
み
さ
わ
歯
科

　

℡
２
２

－

１
５
１
１

12
月
31
日
（
水
）

　

と
り
い
歯
科

　

℡
２
２

－

５
５
５
５

１
月
１
日
（
木
）

　

荒
木
歯
科
医
院

　

℡
２
２

－
３
９
７
３

１
月
２
日
（
金
）

　

森
川
歯
科
医
院

　

℡
３
２

－

３
６
５
３

１
月
３
日
（
土
）

　

い
と
う
歯
科
医
院

　

℡
２
２

－

１
０
０
１

※
診
療
時
間
は
９
時
か
ら
12
時

　

ま
で
で
す
。

「
介
護
予
防
・
日

常
生
活
圏
域
ニ

ー
ズ
調
査
」
ご

協
力
の
お
願
い
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お知らせ伝言板INFORMATION

■モニタリングポストによる測定データ

年月日 空間放射線量率
（単位：μGy） 天候

2025.10.17 0.035 晴れ
10.21 0.035 くもり
10.24 0.050 雨
10.28 0.042 雪
10.31 0.041 雨
11.4 0.035 くもり
11.7 0.036 雨

11.11 0.035 雪
11.14 0.035 くもり

※空間放射線量は平常レベルで推移しています。

　

村
で
は
本
村
に
お
住
ま
い
の

方
、
ま
た
来
村
さ
れ
る
方
が
安

心
し
て
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
放
射
線
量
率
情
報
を
公
開

し
て
い
ま
す
。

　

お
知
ら
せ
す
る
数
値
は
北
海
道

に
よ
り
整
備
さ
れ
た
環
境
放
射
線

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
及
び
テ
レ

メ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
取
集

さ
れ
た
も
の
で
、
測
定
方
法
等
は

左
記
の
と
お
り
で
す
。

■
測
定
方
法

◇�

測
定
機
器
／
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ

ス
ト
（
北
海
道
設
置
）

◇�

測
定
場
所
／
北
後
志
消
防
組

合
赤
井
川
支
署

◇�

測
定
時
間
／
２
分
間
隔
で
常

時
測
定

◇
公
表

広
報
／
毎
週
火
・
金
曜
日
の

９
時
現
在
デ
ー
タ
（
前
月
14

日
ま
で
の
結
果
）
を
掲
載

※�

即
時
デ
ー
タ
を
村
で
抽
出
し

て
掲
載
す
る
こ
と
か
ら
、
北

海
道
が
公
式
に
発
表
す
る
デ

ー
タ
と
異
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

Ｈ
Ｐ
／
北
海
道
原
子
力
環
境

セ
ン
タ
ー
Ｈ
Ｐ
で
即
時
デ
ー

タ
が
確
認
で
き
ま
す
。

（http://w
w

w
.genshi.pref.

hokkaido.jp/

）

※�

Ｈ
Ｐ
で
公
表
さ
れ
て
い
る
内

容
は
役
場
庁
舎
ロ
ビ
ー
に
設

置
さ
れ
た
モ
ニ
タ
ー
で
も
ご

覧
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◇�

測
定
単
位
／
μ
Ｇ
ｙ
（
マ
イ

ク
ロ
グ
レ
イ
）

　

平
年
に
比
べ
曇
り
や
雪
の
日

が
多
い
で
し
ょ
う
。

赤
井
川
村
の
空
間
放
射
線
量
の
状
況

◇
気
温

－

高
30
％
・
平
40
％
・

　

低
30
％

◇
降
水
量

－

高
40
％
・
平
40
％
・

　

低
20
％

12
月
の
気
象
情
報

科目 訓練期間 対象者 年齢による対象者

建築デザイン科 令和８年４月から６ヵ月

身体障がい、精神障がい、
発達障がいのある求職者 高等学校卒業見込み者と同年齢以上

CAD機械科 令和８年４月から１年

総合ビジネス科 令和８年４月から１年

プログラム設計科 令和８年４月から２年

総合実務科 令和８年４月から１年 知的障がいのある求職者 新規中学校卒業者と同年齢以上

「北海道障害者職業能力開発校」訓練生募集

■募集期間　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■選考日
　B日程①　令和7年11月12日（水）から令和8年1月15日（木）まで　  　B日程①　令和8年1月29日（木）
　B日程②　令和8年1月16日（金）から令和8年2月16日（月）まで　　 　B日程②　令和8年3月2日（月）
　B日程③　令和8年2月17日（火）から令和8年3月26日（木）まで　　　B日程③　令和8年4月2日（木）
■選考場所
　北海道障害者職業能力開発校
■試験内容
　数学、国語、面接
■お問い合わせ
　最寄りのハローワーク又は下記までお問い合わせください。
・北海道障害者職業能力開発校
　Tel　0125－52－2774
　Fax　0125－52－9177

　「北海道障害者職業能力開発校」令和８年度訓練生を募集します。
　一般就労を目指す障害のある方を対象に、職業訓練を行う施設です。
　専門的な知識や技能を身に付けていただき、各分野での一般就労を目指します。
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お知らせ伝言板INFORMATION

い
つ
ま
で
も
お
幸
せ
に（
婚
姻
）

お
名
前　

月
・
日　

区
会

ユ
ト
ク 

ジ
ョ
ン 

ベ
ネ
デ
ィ
ッ
ク 
ア
ー
レ
ニ
オ
ー
さ
ん

バ
イ
ノ
ル 

ミ
ッ
シ
ェ
ル 
マ
ニ
ン
ガ
ス
さ
ん

12
・
25　

２
町
内

村
長
の
う
ご
き

〈
10
月
15
日
～
11
月
14
日
〉

（
10
月
）

18
日
◇
都
小
学
校
学
習
発
表
会

　
　
　

／
字
都

19
日
◇
赤
井
川
小
学
校
学
習
発

　
　
　

表
会
／
字
赤
井
川

20
日
◇
森
林
空
間
総
合
利
用
地

　
　
　

域
運
営
協
議
会
／
字
常

　
　
　

盤

　
　

◇
入
札
／
字
赤
井
川

　
　

◇
新
お
た
る
農
協
組
合
長

　
　
　

来
庁
／
字
赤
井
川

21
日
◇
北
星
余
市
高
校
来
庁
／

　
　
　

字
赤
井
川

　
　

◇
後
志
教
育
研
修
セ
ン
タ

　
　
　

ー
組
合
定
例
会
／
倶
知

　
　
　

安
町

22
日
◇
石
狩
森
林
管
理
署
長
来

　
　
　

庁
／
字
赤
井
川

　
　

◇
北
海
道
経
済
部
資
源
エ

　
　
　

ネ
ル
ギ
ー
庁
局
長
来
庁

　
　
　

／
字
赤
井
川

23
日
◇
全
道
町
村
長
政
策
懇
談

　
　
　

会
／
札
幌
市

24
日
◇
北
し
り
べ
し
廃
棄
物
処

　
　
　

理
広
域
連
合
第
２
回
定

　
　
　

例
会
／
小
樽
市

25
日
◇
自
民
党
北
海
道
政
経
セ

　
　
　

ミ
ナ
ー
／
札
幌
市

26
日
◇
陸
自
北
部
方
面
隊
創
隊

　
　
　

75
周
年
式
典
／
札
幌
市

28
日
◇
赤
井
川
村
議
会
臨
時
会

　
　
　

／
字
赤
井
川

　
　

◇
法
務
局
戸
籍
事
務
指
導

　
　
　

評
価
／
字
赤
井
川

29
日
◇
原
子
力
防
災
訓
練
／
字

　
　
　

赤
井
川

31
日
◇
札
幌
地
区
国
有
林
野
等

　
　
　

所
在
市
町
村
長
有
志
協

　
　
　

議
会
／
札
幌
市

（
11
月
）

４
日
◇
長
期
勤
続
勤
務
表
彰
／

　
　
　

字
赤
井
川

５
日
◇
安
心
安
全
の
道
づ
く
り

　
　
　

を
求
め
る
全
国
大
会
／

　
　
　

東
京
都

６
日
◇
子
ど
も
第
三
の
居
場
所

　
　
　

サ
ミ
ッ
ト
／
東
京
都

９
日
◇
余
市
青
年
会
議
所
創
立

　
　
　

65
周
年
記
念
式
典
／
余

　
　
　

市
町
・
仁
木
町

10
日
◇
後
志
広
域
連
合
会
議
／

　
　
　

倶
知
安
町

　
　

◇
区
会
懇
談
会
（
落
合
・

　
　
　

常
盤
）／
字
落
合

11
日
◇
農
林
業
活
性
化
推
進
協

　
　
　

議
会
／
字
赤
井
川

12
日
◇
後
志
総
合
開
発
期
成
会

　
　
　

道
内
要
望
／
札
幌
市

13
日
◇
明
治
大
学
藤
本
ゼ
ミ
講

　
　
　

演
／
東
京
都

１
日
◇
ス
ポ
ー
ツ
表
彰
式

２
日
◇
上
毛
町
議
会
視
察

３
日
◇
決
算
特
別
委
員
会

６
日
◇
山
村
活
性
化
支
援
セ
ン

　
　
　

タ
ー
指
定
管
理
者
候
補

　
　
　

者
選
定
委
員
会

10
日
◇
道
の
駅
あ
か
い
が
わ
指

　
　
　

定
管
理
者
選
定
委
員
会

16
日
◇
山
村
活
性
化
支
援
セ
ン

　
　
　

タ
ー
指
定
管
理
者
募
集

　
　
　

に
係
る
説
明
会

17
日
◇
国
民
健
康
保
険
税
審
議

　
　
　

会

22
日
◇
小
中
学
生
の
税
に
関
す

　
　
　

る
書
道
審
査
会

　
　

◇
農
林
業
活
性
化
推
進
協

　
　
　

議
会
事
務
局
会
議

　
　

◇
校
長
教
頭
合
同
会
議

　
　

◇
教
頭
会
議

23
日
◇
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

　
　
　

選
定
委
員
会

28
日
◇
赤
井
川
村
議
会
臨
時
会

30
日
◇
教
育
委
員
会
議

　
　

◇
農
泊
推
進
協
議
会
総
会

31
日
◇
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
選
定
委

　
　
　

員
会

人
口
と
世
帯

日本人 外国人 総人口 前月比

人　口 ９２７ ２４９ １，１７６ －２０

男 ４６５ １５０ ６１５ －１０

女 ４６２ ９９ ５６１ －１０

世帯数 ５１１ ２４０ ７５４ －２１

※令和７年１０月３１日現在

■今月の表紙
　今月の表紙は、都小学校閉校記念式
典からの一枚。
　当日は約180名の参加があり、当時の
先生との再会で昔話に花を咲かせたり、
世代を超えた交流が多く見られました。
　これまで都小学校に携わっていただ
きました皆さまに、心より感謝申し上げ
ます。

む
ら
の
日
誌（
10
月
）

住
民
の
ま
ど

◆◇赤井川村SOSネットワーク◇◆

　 高齢者がいなくなったことに気づいたらすぐ
に余市警察署へご連絡ください。
　 「高齢者の行方不明が発生した」と伝えてく
ださい。

Tel　０１３５―２２―０１１０
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広報あかいがわは、震災復興型カーボンオフセット用紙を
使用し、ＣＯ２削減事業並びに東北経済復興を応援しています。
また、環境に優しい道産間伐材を配合した用紙を使用しています。

■気が付けば今年も残すところ１ヵ月となりました。１年経つのが早く感
じます。毎日充実した日々を過ごせたということなのでしょうか。
　さて、今年は村内でお会いした方に「広報の写真素敵だね」、子どもか
らは「いつも写真撮ってる人だ」と声をかけていただき、広報担当者とし
てとても嬉しいです。これからも広報活動頑張ります！！
　これから本格的に冬が始まり寒い日が続くと思いますが、体調管理は
しっかりして良い年末を過ごしましょう。
　少し早いですが、今年もお世話になりました。（古渡）

【発行情報】広報あかいがわ2025年12月号（№727）
■編集・発行／赤井川村総務課企画地域振興係
　　〒046-0592　余市郡赤井川村字赤井川74番地２
　　TEL 0135－34－6211　FAX 0135-34－6644
　　URL https://www.akaigawa.com/　E-Mail info@akaigawa.com
■印刷／㈱総北海　旭川市工業団地２条１丁目１－23

　広報あかいがわでは、今後も村民の皆さんの身近な話題を掲載していきま
す。皆さんが予定している行事や参加しているサークル・ボランティア活動
の話題などありましたら、総務課企画地域振興係までお知らせください。紙
面の都合により掲載できない場合もありますが、できるだけ掲載するよう努
力してまいります。また広報や村政に対するご意見・ご感想も募集していま
すので、メール又は郵送でお寄せください。
　広報あかいがわに掲載された写真は被写体となった方や関係される方々へ
提供することができます。ご希望の方はお気軽にご相談ください。

※「赤井川村写真館」へ掲載する写真を募集しています！
　あなたが撮影した村内の風景や静物、人物などの写真を広報あかいがわに掲載してみませんか？掲載したいまたはしても良いとい
う方がおられましたら、役場総務課企画地域振興係までご連絡ください。なお、写真はプリント、データどちらでもかまいませんが、
2300×1550PIXEL以上でお願いします。応募のあった中から内部で審査を行い掲載していきます。掲載希望がない場合は広報担当
及び役場職員が撮影した写真やその他情報を掲載していきます。あなたもこの機会に赤井川村を見つめ直してみませんか？

赤井川村写真館～赤井川の四季～

都小学校学習発表会　　　撮影：企画地域振興係　場所：都小学校　　　撮影日：2025年10月18日（上2枚）
赤井川小学校学習発表会　撮影：企画地域振興係　場所：赤井川小学校　撮影日：2025年10月19日（下2枚）
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